
ＤＢオンラインサービスでは、加入者や受給権者の情報をデータ作成することができます!！

今回はその中から、受給権者について、DBオンラインサービスでのデータ作成方法について説明しますので
ご活用ください。

ＤＢオンラインサービスでは、加入者や受給権者※の情報を一覧形式で取得することができます!！
掲載される対象者の違いや留意点等について、今後テーマを分けて３回にわたって順次ご説明します。
今回は、以下4つの受給権者情報の活用について説明します。

※「受給権者」とは資格喪失済で給付金等の受給の権利がある方のことです。

DBオンラインサービスの受給権者情報の活用について
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1

テーマ オンラインサービスで作成できるデータ 基準日 掲載内容

1-1 受給権者情報の活用

受給権者台帳 作成した日 「年金受給者」・「繰下者」・「未請求者」の基本情報

受給権者明細表
指定した日・

期間
「年金受給者」・「繰下者」・「支払済者」・「未請求者」
の基本情報、および指定期間の支払情報

繰下げ者仮想個人勘定残高シミュレーション
※

指定した日

年金受給資格があり、繰下利率が変動する「繰下者」の
仮想個人勘定残高の将来予測額

年金額改定シミュレーション ※
給付利率が変動する「年金受給者」の年金額の将来予
測額

1-2 加入者情報の活用

加入者台帳 作成した日
「加入者」の基本情報

加入者明細表
指定した日

加入者仮想個人勘定残高シミュレーション ※ 「加入者」の仮想個人勘定残高の将来予測額

1-3 給付額計算の活用
給付額計算

指定した日
「加入者」・「繰下者」に支払う給付額

給付額シミュレーション 「加入者」・「繰下者」に支払う給付額の将来予測額

今回

※ 団体様の制度内容により使用可否が
異なります。

（ｷｬｯｼｭﾊﾞﾗﾝｽﾌﾟﾗﾝ制度等が対象）

次回
（３月中旬予定）

①
②

③

④
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２

各データの比較

受給権者台帳

受給権者明細表 繰下げ者
仮想個人勘定残高
シミュレーション

年金額改定
シミュレーション【 パターンＡ 】

受給権者基本情報
【 パターンＢ 】
支払実績

使用目的
現在の受給権者の基本
情報や支払情報を確認
したい

対象判定年月日（指
定日）までに資格喪失
した受給権者に限定して
基本情報を確認したい

年金や一時金の支払実
績を確認したい

繰下者の将来の仮想個
人勘定残高(概算額)を
確認したい

次回年金改定時の年金
額（概算額）を確認し
たい

主要な項目
年金額、送金口座、
住所、基礎年金番号

給付種類、年金額
支給額（年金、一時

金）、課税額

繰下利率、
仮想個人勘定残高、

一部一時金選択済割合
年金額、指標利率

掲載対象者
現在（作成処理日時
点）の年金受給者・繰
下者・未請求者

対象判定年月日（過
去日付）までに資格喪
失済の年金受給者・繰
下者・未請求者

指定期間（過去日
付）中に年金受給者・
繰下者・未請求者である
者、および支給実績があ
る者

現在（作成処理日時
点）、キャッシュバランス
制度等の繰下者

キャッシュバランス制度等
の年金受給者かつ改定
基準年月に年金額を改
定する対象者

作成処理後の
データ取出時期

翌営業日
当日（入力から約10分経過後）

※受給権者数が多い場合は翌営業日となる場合あり
翌営業日 翌営業日

主な留意点

「未請求者」は「繰下者」
と同様に「待期中」と表
示されます

「未請求者」は「繰下者」と同様に「待期者」と表示さ
れます

未請求者、年金受給資
格のない繰下者、繰下
利率が固定利率の場合
は掲載対象外です

次回年金額改定より先
日付のシミュレーションは
できません

資格喪失日が未到来の
人は掲載対象外です

現在（作成処理日時点）の状態（年金受給者・
繰下者・支払満了者）で表示されます

① ② ③ ④

・データを加工する場合は、データファイルの拡張子としてエクセル（.xlsx）を選択のうえ保存してください。
CSV（.csv）のままですと、保存しても加工した内容が反映されません。

・該当のデータをCSV（.csv）のまま使用すると、年月表示のデータ項目が（mmm-yy）形式から d-mmm）形式と判断され表示されてしまいます。
例）「Oct-22」は本来2022年10月ですが、10月22日となってしまいます。（XXXX/10/22）

共通の留意事項

※詳細は次ページ以降を確認ください
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■ご留意ください

① 「受給権者台帳」

３

■次の２つのデータファイルが同時に作成されます。

a.「受給権者台帳」
現在の受給権者の、年金額、送金口座、住所、基礎年金番号等の基本情報を確認できます。

b.「受給権者台帳_履歴」
過去の裁定履歴（年金、一時金、脱退一時金相当額の移換等）を確認できます。

（参照：オンライン操作マニュアル 第9章１－１５）

・資格喪失手続き済であっても、資格喪失日が未到来の受給権者は対象外です。

・「未請求者」は「繰下者」と同様に「待期中」と表示されます。

「待期中」と表示される受給権者のなかで、受給権者名がブランクの受給権者が「未請求者」です。

現在の受給権者（年金受給者、繰下者、未請求者）の基本情報や支払情報を
確認することができます。

１．オンラインサービスのトップ画面の「帳票作成」から「受給権
者台帳作成」を選択します。

２．作成条件（出力対象、出力順、作成形式）を入力します。
※出力対象は「年金受給権者・繰下げ者」、「年金受給権
者」、「繰下げ者」から選択可能です。

３．翌営業日に「帳票取出一覧」よりデータを取り出しできます。

■作成方法について
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② 「受給権者明細表」

４

■作成条件を指定して次の２パターンの資料を作成することができます。

・「未請求者」は「繰下者」と同様に「待期者」と表示されます。
「待期者」と表示される受給権者のなかで、受給権者名がブランクの受給権者が「未請求者」です。

■ご留意ください

（参照：オンライン操作マニュアル 第9章１－２１）

【パターンＡ】指定した基準日（対象判定年月日）時点の受給権者の基本情報を確認することが
できます。

その対象判定年月日時点で支払満了となっていない、その対象判定年月日以前の資格喪失者が出力されます。なお、 「対
象判定年月日」時点の状態ではなく、作成処理日時点の状態（年金受給者、繰下者、支払満了者等）で表示されます。

【パターンＢ】指定した期間の年金や一時金の支払実績を確認することができます。

その指定した期間における年金や一時金の支払実績を集計します。
なお、作成処理日時点の状態（年金受給者、待期者、支払満了者等）で表示されます。

■作成方法について

ﾊﾟﾀｰﾝＡ

ﾊﾟﾀｰﾝＢ

特定の日付や期間を指定して、受給権者の情報を確認することができます。

１．オンラインサービスのトップ画面の「帳票作成」から「受給権者明細
表作成」を選択します。

２．【パターンＡ】の場合、対象判定年月日を入力します。
【パターンＢ】の場合、対象期間・対象給付内容（任意）を入

力します。
その他、対象者追加指定、出力順、作成形式を入力します。

３．入力した当日（入力から約10分経過後）に「帳票取出一覧」
よりデータを取り出しできます。
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■次のとおり予測額（概算値）データを作成することができます。

指定した計算基準年月日（処理日より4年後の再評価年度末まで指定可能）における、繰下者の仮想個人勘
定残高の予測額（概算値）を確認することができます。

５

・受給権者の状態によって当シミュレーションの対象外となる場合があります。
（対象外となる例）

・繰下手続きが未了の方（未請求者）
・一時金のみを繰下げている方（繰下後に年金の受給ができない方）
・繰下利率が固定利率もしくは利息が付かない方（制度により対象となる場合もあります）

・表示された仮想個人勘定残高は、支払済の一時金に相当する金額を差し引いていません。

・算出結果は予測額（概算値）ですので、退職給付債務計算（以下、「PBO」といいます）に使用する繰下者
の仮想個人勘定残高として流用することはできません。
PBOに使用する繰下者の仮想個人勘定残高が必要な場合は当社あてご依頼ください。

■ご留意ください

③ 「繰下げ者仮想個人勘定残高シミュレーション」※
（参照：オンライン操作マニュアル 第１１章２－１６）

※キャッシュバランス制度等を採用している
団体様が対象です。

指定した基準日時点の繰下者の仮想個人勘定残高（概算額）を確認することができます。

１．オンラインサービスのトップ画面の「シミュレーション」から
「繰下げ者仮想個人勘定残高シミュレーション（一括）」
を選択します。

２．作成条件（計算基準年月日、繰下利率（任意））
を入力します。

３．翌営業日に「帳票取出一覧」よりデータを取り出しできます。
※繰下利率を指定した場合、繰下利率が確定していない年度に対し適用して算
出します。指定しない場合は現行利率を計算基準年月日まで適用して算出します。

■作成方法について



スミセイDB年金事務サポート通信 Vol.1-1

■次のとおり予測額（概算値）データを作成することができます。

指定した改定基準年月（次回の年金額改定年月）における、年金改定額の予測額（概算値）を確認すること
ができます。

６

④ 「年金額改定シミュレーション」※

（参照：オンライン操作マニュアル 第１１章２－２３）

・算出結果は予測額（概算値）です。
実際の改定後年金額については、改定月の前々月中旬に送付される「年金月額改定予定計算一覧（兼一
括裁定決議書）」にて確認ください。

・シミュレーションの対象は、次回年金額改定時のみとなります。
次々回以降の年金額改定のシミュレーションはできません。
改定基準年月には次回年金額改定年月を入力ください。

■ご留意ください

■作成方法について

※キャッシュバランス制度等を採用している団体様の中で、
年金額を計算する指標利率が変動することによって年金
額が変動する制度が対象です。

１．オンラインサービスのトップ画面の「シミュレーション」から「年金
額改定シミュレーション（一括）」を選択します。

２．作成条件（改定基準年月日、指標利率（任意））を
入力します。

３．翌営業日に「帳票取出一覧」よりデータを取り出しできます。

次回年金額改定時の年金額（概算額）を確認することができます。

※指標利率を指定した場合、指標利率が確定していない年度に対し適用して算
出します。指定しない場合は現行利率を適用して算出します。


